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みたからであれ このことは， 換言すれば， 管理的視点からみたばあいの標
1) 拙稿， r経済論議」第四巻第5号，昭和40年5月号。
2) 拙稿， r経済論叢j智96，巻歯l号，昭和40年 7月号。
3) 拙稿，形成期における標準原価計算論の管理的性格の意義， r経済論叢」第95巻第5号，昭和
40年 5月号 62ページ。


















































































7) 基準標準原価の説明白iまあい キャマ γ棒引合いに出している文献の中の主なものは次のとお
りである。 T.H. Sanders， Cost Accou叫が~g fo'Y Co叫四1，2. ed.， 1934， p. 386; J. A. Scott. 
Budgetary C()附 01and Standard Costs. 1939， p.80; J. H. March， Cost A印刷ting，1949， 
p. 70; C. T. Devine， Cost Acco怖~t~ng and Analysis， 1950， p. 473; C. B. Nickerson， 





























経済」第48号z 昭和23年8月.15ベ ジ，同，三つの標準原価計算論付. ，産業経理J第10巻
第6号昭和25年6月号.，23へづ参照。















しかし， N.A. C.A の B叫 leti切などには，例えば1923年には，ワローノレ




以上に示した N.A.C. A.の .Hultet叫の他に，いくつかの論文をキャマ Y
は書いているが町， 基準標準原価概念の確立はやはり， 1932年のキャマンによ
10) 11) G. C. Harrison， .Cost Account四 gto Aiu Pro山 νUon-IX"， lnrius /;ria~ 1出処agem印式
June 1919， p. 486 
12) G. C. Harrison， "Sclenti:Ic Basis fo[" Cost Accouuting "， T旬dustrial'.tl1a叩 'gM1:“nt，Mar 
20， pp. 238-39 
13) W. F. Worrall，“ Standard Costs-How tu E凶tal>hshand Apply Them ヘ双 A.C.A 
OJftcial Publications， Vol. 4. No. 16， May 1， 1923， p.3. 
14) 瓦zエc A. Camman，“Uses of Standards Costs ". N. A. C. A. B叫leti肌 Vol.7， No. 12， 
Feb. 15， 1926， p. 439 
15) 例えば.Standard Cost Sys担 m，CertザedPubUc Account肝 l，SepL. 1927; StaI.dard Cost 
Analysis， Ma問 .gementNews， ]an. 1927; .Standard Costs; E叉ecuhveTool of Increasing 
Value， Facto叩.Tan. 1927.; Use of Standard Cost， P:包括lpand Popet P刊>ft t~ ， N ov. 1926 
26 (574) 第 100巷第6号
る HasicSt側 dardCostsの出版までまたなければならない。 体系的な展開は
この書物により初めて完成されたのである。









紹介者のサンダー ス/;);， 1934年の彼の著書の中で「長期標準 longtime 
standardJ町とし、う用語で基準標準概念を扱い，その書物の第21章を事例紹介







16) T. H Sanders， The Accounting Review， Vol. 8， No. 2， June 1933， p.175 
17) Ib~d ， p. 176 
18) T. H. Sanders， Cost Account叩 gfor Co叫 vοl，2. ed.， 1934， p.360 
19) Ibid.， pp :3曲一410
20) J. W. Neuner， Cost A“ounung， 1938，凹 458-59標準原価の 1っとして説明し山、るのだ
が，用語は Basicor "Bogey"を使用。
21) J. A. Scott， Budgetary Co叫四Z削 dStandard Costs， 1939， pp曲目標準原価の会計方法
のなかの第3法として解説している。
22) 1-G. Blocker， Cost Ac印刷ti包g，1940ιp.556 キャマνでなく，マックフ T~ ヲンドの論文
を引用してb、る (W.B. McFarland，“The B田 icTheory of Standard Costs". Accounti符g
R，四ew，Vol. 14， No. 2， June 1939， pp. 152-55)。
23) 例えば， 'H. E. Kearsey， Standard Costs， 1933 ; G!over & Maze，ルrJanagerialControl.1937; 
C. F. Schlatter. A仇'ancedCost Accounting， 1939 

















24) 瓜 A.C. A. Bullelinから 2つほど指摘しておこっ。 LloydF. Mogel. "Basic St叫 dardCosts 
as Applied to a Hosierymi1l "， Vol.16， No. 17， May 1， 1935; ]oseph A. Hill， "Basic Stan-
dard Cost Accounting Employing the'U::.e 01 Cost: Ratios"， VoL 21， No. 11， Feb. L 1940 
25) J. G. Blocker， ibid.， 2.ed.， 1948， pp. 375-76. 1940年の初版とそのとり扱いは全〈変っていな
い。 J.H， March， Cο" Aιω附 'lling，1949，. p. 70; C. T. D叫，ine，Cost Acco1t副作gand A似匁lysis
1950. pp. 466-88独立の章として XXVI章をこの説明に充てている。 TheodoreLallg， Cost 
Accountants' Handbook. 1951， p. 271. Basic Stnndardsと Relationof R:l"ir:'to Current 
Standardsの両語の説明を行なってし、る。 W. Keller， Management Accounttng 10r Projit 
Co叫rol，1957， p.99.10年程度継続する標準とU、ヮた簡単なものである。L工 VanCfl.Cost Acwu 
叫四g，Rev. ed.， 1958， pp. 373-74; C. F. Schlater &ミ1V.1-Schllater. Cost Aμo.叫同g，2. ed 
1960，pp. 569-70. C. B. Nil;k町田Il， .i11anagenal Cost ACC01ω'lfing and A何日1判町 2.ed.， 1962 
pp.302-07事倒紹介として扱われてu、る DanaCarpet Coは注目でサゾダ←スが扱ったもので
あるが，要点、を閏慌に示し口、る。 C.T. Horngrcn， Cost Accounling， 1962. p_ 13R標準のタ
イプの 1つとして， 11行で説明している。 T.K. Cowan， The Cost A“0駒山ngF-刑~clioκ1965，
p. 225.:1まとんど用いられ与いが標準原澗概念の 1っとして6行で紹介している。との他にC
Gillespie， R. L. Smithなどが“Bogey"Standardの用語で商単な説明をしているが崎して
おく c
26) 冊えば E.D. Bennett， Cost Adminislratio句 Cas6S and Not同， 196(); G. Shlllingl釦 V，
Cost Accownting AnaZysls and C01~tyol， 1961; C. W. Bennett， Standard Costs-How They 
























(1) 手本として用いられるべき典型，理想あるいは模範(Atypc， idcal or ex-
ample to be used as a copy) 
(2) 現想，優秀の規範あるいは達成の究極目標
(3) 尺度，規準すなわち程度，数量あるいは価値のある設定尺度J2S)
27) Eric A. Camman， B叫， 51仰 da1'liCosts-Control Accou叫叫gforM醐 ufacturingIndustries 
1932， p.34 
基準標準原価計算恩宥について (577) 29 
キャマYが基準標準原価計算思考として問題にするのはこの第 30)意味であ





















28) Ib~d.. p. 34 
29) Ibid.， p. 35 
30) Ibid.， p. 36 
31) lbid.， p. 37 
32) Ihid.. Chart III (AppeIldix)， pp. 41-50，に説明あり。なおI 本文での説明に使用のドル価
額は ChartIIIの中で若干部分金額修正されている。なおj この内容は金田実教授により昭和











労務費 90 X 材料費 80 














28 20 5.60 X 140 40 56.00 
E 13.50 26 40 10.40 z 30 60 18.00 





















A l sU80i@1000S12190 
@ 13.00 1，350 1同 B 1.5UO I @品目 1剛 =-1
$ 2，430 事 2.580 $ 2，700 
第一部門
@ 4.50 58G 130 A 585 申 5.00 650 90 
@ 13.50 1.215 90 B 1，350 @ 15.00 1.350 
@ 67.50 5，400 80 C 6，480 自 75.00 6.000 108 
事 7.200 $ 8.415 $ 8，000 










間 接 費 総 額
1;:;:l 5，600 第2部門 7，000 
予算 .$ 8.000 実際間接費 S 6，710 予草 事10.000
暖 収 間 接 費
@ 4，00 岨1120A2醐時間[ 田8 i@500 醐(
@ 5.60 560 I 100 B 2.940時間 58B 1 @ 7.00 700 
第1部門$ 1，040 I 5，580時間@204 I S 1，16 $ 1，300 86 
@ 4.00 520 130 A 1.495時間 598 @ 5.00 650 92 
@ 10.40 936 90 B 2.340時間 936 @ 13.00 1，170 80 
@ 10.00 3，200 80仁 8.400時間 3.360 @ 5Q.OO 4，000 84 
第2部門$ 4.656 12.235時間@404 $ 4，894 S 5，820 84 






第6号第 100巻(5"0) 32 
仕 入 材 軒
@ 40世 18，000 45.000 X@35ι 15，750 
@ 491/. 14.700 30，000 y申49< 14，700 
@ 60rt 9，600 16，000 Z申70， 11.200 
142.300 合 計 $: 41，650 
使 用 材 料
@担00 汁叫叩 3刷 I~ 岨 00 刊 77@ 56.00 5，600 I 100 B 14，700 5，145 申 70.00 7，000 I 7a.5 
$ 9.440 I -x -25，260 凪841 $ 11，800 
@ 24.50 2，9γA 叶 2醐 I~間引 70 串 49，00 3.920 I 80 C 8，800 4，312  @ 70.00 5，600 77 
$ 6，860 I -y -14.800 I 7，252 $ 9，800 判一 3竹 2 醐 I~ 曲師 3刷| 84 @ 33.00 2.640 I 80 C .960 I .772  @ 55.00 4.400 
4，440 I -z -7，560 I 5，292 $ 7，400 
















s 7.800 100 Jミ 耳 10.000
労務費及間接費 2，500 
X 材料費 4，000 
Y 材料費 3，500 
8 9.36ο 80 B $ 12，000 
労務費及間接費 4，000 
X 材料費 5.600 
Z 材料費 2，400 
$ 15，160 80 C $ 20，000 
労務費及間接費 10，000 
















(26) 8，841 11.800 
(実) (標)
(29) 7，252 9.800 
〔実) (標)


























































































(実〕 (標) (率) (翼〕
19，200 20.000 96 34.650 
3，816 4.000 95.4 9，830 
4，200 5，600 75 4，144 
1.716 2，400 71-5 3，146 
28.932 32，000 90.4 51.770 
11.594 12，.825 90.4 21.102 
17，338 19，175 90.4 30.668 
(581) 33 
(率)

































































実際標準率 安江際 標準 率
;土ifli鵬ir三
lH主主iFl
A 実際原価 S~茎準標準原価， 戸 V表E欄の比率E=f
計算と記帳手続を簡単に代数式で示すと以下のとおりである。
仕掛品 a/cの計算と記帳手続




S4 XYa=A4 ・ . (製品への振替高)
A，-A.=A，..... (仕掛品期未在庫)
製品 a!cの計算と記帳手続
与えられている資料は，A.j， Aa" 54. 55， 58， rs， rsである。
まず，ム+A.=A7......(実際原価合計)
S.+ふ=57…・(標準原価合計)

























33) 陶山訪木郎!標準原価の研究.r会計」第四巻第5号j 昭和6年11月号， 1-39へ}ジ。
34) 陶山静木郎，前掲論文. 5ベ-y。
35) International Congress on Account，ing， 1927 に提出されたキャマンの論文“St日 dard
Costs， InstaIlatlOn and Procedure"に基くほか，注目に示したものなど亡ある。
















36) 金田実，キャマン原価差異分析の研究. r横浜市立横浜商業専門学技研究論集」曹七輯J 昭和
9年2月 93-110ベージ，同z 理想標準原価と革准標準原価. r会計J.第34巻第 6号z 昭





38)担) 日本会計学会編.r原価計草J(W東下野古稀記意論文集j n) ;林健二j 標準原価につい
て，金田実，製造す間接費の標準原価法，昭和10年。
40) 長谷川安兵衛. r標準原価の研究」再販j 昭和10:年。この書物の78へージにはj キャマンにつ
いては陶山教授の論文(注目のもの)を毒照せられたいとある。
41 ) 古川県ー』標準原価に憤る経営統制. r山口商学雑誌」質7巻第1. 2号J 昭和11年。キヤマ
ンは第1号でのみ問題左されている。
42) 山辺六郎 「標準原価計草J昭和24年，松本雅男. r標準原価計算」昭和田年，古川l栄一.r経
営経理論」昭和24年。
43) 松本雅男』日本における標準原価計算.r産業経理」第10巻第1. 2号j 昭和"年;山辺六郎，
二つの標準原価計算論. r産業経理」第10巷第6. 7号，松本雅男!標準原価計算について 山
辺教控に答うー「産業経理」館10巻第10号。






























第4号;基準標準原価制と損益計算，第5号，昭和四年9. 10 • 11月号。
46) 中山隆祐， r実践標準原価計曹」昭和40年 (6版)， 323-33ページ。
47) Eric A. Camman， Ba.si& Standard Costs， 1932， p.41 
























































基準標準原価計草思考について (589) 41 
ざる壱えなくなってくるのである o 基準標準原価概念の退潮の中で実際原価の
管理のための理論として，操業度の差異から生「る間接費差額を管理するため
の理論として変動予算理論が，そしてこれに対応する直接原価の管理のための
理論として直接原価言I算理論が，生産過程の「合理化Jと流通過程における市
場支配のいっそうの進展に伴い，原価計算理論の「発展」として登場してくる
のであるが，これらの問題についてはなお続稿でkり扱うであろう o
